
 第Ⅱ部 第８章 アジア諸地域の繁栄                  

４ ムガル帝国の興隆と衰退                    教教教教 p1p1p1p181818181（（（（LLLL18181818））））～ｐ～ｐ～ｐ～ｐ181818183333 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 イ ン ド 南 イ ン ド 中国 

【①           】朝 奴隷王朝 〔1206～1290〕 

ハルジー朝 

トゥグルク朝 

サイイド朝 

ロディー朝 〔1451～1526〕 

【②       】帝国 〔1526～1858〕 

 〔民族〕モンゴル系 

〔宗教〕イスラーム教（スンナ派） 

〔建国者〕【③        】 

○ティムールの子孫 

○パーニーパットの戦いでロディー朝を滅ぼす 

 

第 3 代               （1556～1605） 

○首都をアグラに移す 

○ヒンドゥー勢力を平定し勢力拡大 

○イスラーム教徒以外に課す【⑤      】を廃止 

○官僚をランク付けし，ランクに応じた土地と兵力を保持させる 

                                  →中央集権化！ 

第 5 代                    （1628～1658） 

○タージ＝マハルを造営 

 

第 6 代                    （1658～1707） 

○帝国の領土最大化 

○ヒンドゥー教徒を弾圧 

○非ムスリムへの【⑧      】を復活 

 

 

〔衰退〕アウラングゼーブ帝死後，急速に衰退 

○ラージプート族が反乱 

○【⑨        】王国が独立 

○【⑩     】教徒が反乱 

 

 

 

 

 

 

イギリスにより支配・・・ 
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ヒンドゥー教徒諸勢力 


